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近年、産業界における人材ニーズとして、職業人共通に求められる「基盤力」が重要視されてきている。 本事
業では、職種を問わず全職業人共通に求められる基盤的な力を抽出し、その中でも最も重要であると考えら
れる能力を醸成するプログラムを開発する。

　２．事業の評価に関する項目

学生の問題解決力を醸成する上で必要な、教員が持つべき知識や指導法を習得出来るプログラムが開発
出来た。 同プログラムを用いた実証実験では、定性的では有るが、専修学校教員等参加者にとり有用なプロ
グラムである事が確認できた。
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職種を問わず全職業人共通に求められる基盤力向上を目的と
した教育プログラム開発
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　　③今後の活用

　　①目的・重点事項の達成状況

　  ④次年度以降における課題・展開

　　②事業により得られた成果
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兵庫県下専修学校へのアンケート調査及びヒアリングから、職種を問わず全職業人共通の基盤力の中でも
最も重要な力は問題発見力を含んだ 「問題解決力」 であることを抽出できた。 全国の専修学校等の基盤力
向上に向けた取り組みに関する実態調査を実施し、本テーマは全国的に感心の高いものであることが確認
できた。 学生の「問題解決力」を醸成する上で必要な教員が持つべき知識や指導法を習得できるプログラム
が開発できた。

本開発の主題となった、学生の「問題解決力」を醸成する為の教員の教育力向上は、単年度で完結するもの
ではないため、実施委員が所属する各校では、本開発プログラムを毎年の教員研修として継続して実施す
る。

職業人共通に求められる「基盤力」の醸成は、特定教科として実施できる類いの題材ではなく、学校の教育
理念に及ぶまでの学校全体での取り組みが必要であるため、兵庫県専修学校各種学校連合会の会員校の
設置者校長を中心に、本プログラムの普及を働きかける予定である。 同連合会が毎年夏に実施している教
員研修会に組み込む事が出来ないか等働きかけたい。

　１．事業の概要

　　①実態調査 （職種を問わず全職業人共通に求められる基盤的な力の抽出）

　３．事業の実施に関する項目



事業計画概要説明、調査報告、プログラム開発・実証実験報告、質疑応答、今後の展望の構成で実施。 参
加者は、兵庫県下の専修学校・各種学校・高等学校へ広く呼びかけ募集した。

職業人共通の基盤力を抽出するためのアンケート調査を実施したところ、専修学校４２校、各種学校８校の計
５０校からの返答が有り、３校のヒアリング調査と合わせ、職種を問わず全職業人共通に求められる基盤的な
力は、問題発見力を含む 「問題解決力」 が最も重要であることを認識した。 また、全国の専修学校等の基
盤力向上に向けた取り組みについての実態調査を行い、専修学校１２校、大学１４校に関する事例を知る事
が出来た。

　　②プログラム開発

調査検討の結果、職種を問わず全職業人共通に求められる基盤的な力のうち最も大事な力、学生の「問題
解決力」を醸成する為に、まずは教員が持つべき知識や指導法を習得できるプログラムを開発することとなっ
た。 プログラムは、 1.専門学校はどうあるべきか 2.顧客に満足を提供し続ける事ができるスキル 3.学生の
ヒューマンスキルを伸ばすためには 4.プロフェッショナル人財育成の為の教員の問題解決思考 5.プロフェッ
ショナル人財育成のための教員のコミュニケーションのあり方 の５大項目で構成され、A4サイズ100項のテキ
スト

　　③実証講座

兵庫県専修学校各種学校連合会会員校に広く参加を呼びかけたところ、実施委員、分科会委員、兵庫県専
修学校各種学校連合会事務局を含む、合計２４名の参加が有った。 ２日間計１２.５時間を要する長丁場の
講座であったが、 講義が行われた後、グループで意見交換（討議）を行った後、その内容を全体発表する形
で行われ、全参加者による情報共有を行う形式をとったため、現場の実態や施策に対しての忌憚のない意
見交換が実施された。

　  ④成果報告
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